
【帳票４０】を用いた各担任の分析をもとに・・・

（４）校内での活用方法について

【帳票４０】を用いて各担任が分析を行った後、その他の帳票も活用して、学年団などのグループで
分析を行い、その結果を学校全体で共有し、活用します。分析結果から、効果のあった取組や伸
ばしている先生が行っている取組を、数値の裏付けを基に共有し、良い取組を学校全体に広げて
いくことが大切です。良いものはみんなで共有し、児童生徒に還元していきましょう。

２年目以降の学校

★分析方法や校内での共有の具体的な実践例は、この後の「調査
結果活用協力校の取組」や「特徴的な学校の取組」でも紹介し
ていますので参考にしてください。

参考資料：令和２年度埼玉県学力・学習状況調査報告書（埼玉県教育委員会）
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分析①分析① 【帳票２８】を活用した分析
・学年全体の伸びを把握し、分析する



鳥取県

鳥取県
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前年度の学級で並べ替え

【帳票４２】を活用した分析（実施２年目以降の学校）

【例】３組は、ベテランの担任が担当クラス
の学力等を順調に伸ばしている

⇒学級経営、教科指導の力を持った教員の
熟練の技やノウハウ、経験を共有！

【例】１・２組は、算数の指導で成果を

上げている。
⇒担任の教科専門性が高いことが考
えられるので、得意な教科指導を
高めるよい指導方法を共有！

・旧小学６年生のデータが返却されている
⇒旧６年生のクラスの実践の振り返りに活用できる
・中学１年生の【帳票４０】には小学６年生の時のデータが記載されている
⇒小中連携の１つの視点としても活用できる

＊【帳票４２】は、学校全体で良い取組や効果のあった実践を共有・普及
することを目的として活用します。この帳票の取扱いについては、管理職
と相談の上、決定してください。

例

＊【帳票４２】は、本年度の児童生徒の調査結果を、前年度の学級に戻して集計した帳票です。

本年度の調査結果を前年度の指導の成果として検証することができます。中学１年生の調査

結果については、出身小学校の６年生の学級に戻し、小学校にデータを返却しています。

これにより、小学６年生の時の学級での指導を検証することができます。また、学習方略や

非認知能力等の伸びも検証することができます。

分析②分析②

令和〇年度とっとり学力・学習状況調査（旧小学校５年生）

R△ R△

R〇 R△
R〇 R△

R△

□□

□□

□□

□□

□□

□□

R△ R△

R△→R〇（変化量）

R△

－

－

－

－

－

－
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【方法例① 担当からの聞き取り】

帳票４０をもとに、主体的・対話的で深い学び、非認知能力、学習方略の数値

が高い学級や学年を担当している教員から、学年全体や教科指導で取り組んだこ

とや、共通して実践した指導方法、指導のポイント等の聞き取りを行う。

＜聞き取り例＞

・子どもたちと接するとき、心がけていること（前向きな言葉かけ、一緒に遊ぶ等）

・授業の導入場面での工夫（興味をもたせる導入、めあて・見通しのもたせ方等）

・授業の展開場面での工夫（言語活動の充実、ペア・グループ活動の設定等）

・授業の終末場面での工夫（まとめの仕方、振り返りの充実等）

・学年で指導を徹底した取組（規律ある態度の指導、ノート指導、掲示物の工夫等）

・家庭学習の与え方（目安の時間の設定、チェックシートの活用、予習・復習等）

①担当からの聞き取りや授業参観により、良い取組を把握します。

・上記の例を参考にして、より具体的に聞き取ってください。

・工夫した取組などにも注目して聞き取ってください。

【方法例② 授業参観】

帳票４０をもとに、主体的・対話的で深い学び、非認知能力、学習方略の数値

が高い学級や学年を担当している教員の授業を校内で参観する機会を設け、授業

で見られた良い取組を把握する。

＜参観の視点の例＞

・主体的な学びを実現するための工夫

（めあてや見通しのもたせ方、まとめと振り返りに

よる学習の定着等）

・対話的な学びを実現するための工夫

（互いの考えの比較検討の工夫、教師と子ども・子ども

同士の双方向の対話の実現等）

・深い学びを実現するための工夫

（問題解決的・探究的な学習の実践、思考を深める発問や板書等）

・言語活動の充実（描写、要約、説明、記録、報告等を文章等でまとめる活動等）

・授業後の協議が深まるよう、参観の視点を示すなどの工夫をして

ください。

活 用活 用 効果的な取組を学校全体で共有（実施１年目の学校）
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【協議例①】帳票４０をもとに、数値が低い子どもの状況を把握する

・○○さんは、自己効力感と算数の学習意欲の数値が低いので、そこを高めれば算数の学力レベ

ルが向上する可能性がある

②「聞き取りの結果」や「授業参観の感想」等、分析結果を資料にまとめ、全体
で協議、意見交換します。

◇協議、意見交換を経て仮説を設定し、それに基づいた効果的な取組を共有します。

◇取組を実践し、効果について検証を行います。

【協議例②】帳票４０をもとに、学級（学年や学校）の傾向を把握する

・○年○組は「主体的・対話的で深い学びの実施」の数値が高い。これは、◇◇の取組が結果に

つながっているのではないか

・△年は２クラスともプランニング方略の数値が高い。これは、☆☆の取組の効果が表れている

のではないか

③仮説を設定し、それに基づく取組、検証を行います。

◆学年（学校）、教員独自の仮説を設定し、仮説に基づく取組、検証を行う。

＜仮説＞（協議・意見交換により設定）

（例）「授業で自分の考えを理由づけて発表したり、書いたりする機会を増やすことで、

学力が伸びる子どもたちが増える。」

＜重点項目＞（本校の実態及び協議・意見交換から設定）

（例）①学力レベルが低い子どもへのきめ細かな指導を行う

②授業規律を大切にする

※上記①②は全教員で重点化し、取組を徹底する

帳票４０をもとに、
学年（学校）ごと、
教員ごとに分析する

私もその実践に取り組んでみ
よう！

全校で取り組んで
いる☆☆の取組の
効果が表れていま
すね

指導主事のアドバ
イスを取り入れて
みよう校内研修の例

○○先生の△△の指導方
法が子どもの力をつけて
いますね

○年生の◇◇の取組が良い結
果につながっているようです

○組は「プランニング方略」
の値が高いね。どんな取組を
しているのかな？
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１ 担当からの聞き取りや授業参観により、良い取組を把握します

・上記の例を参考にして、より具体的に聞き取ってください。

・工夫した取組などにも注目して聞き取ってください。

【方法例② 授業参観】

帳票４０をもとに、非認知能力、学習方略、主体的・対話的で深い学び（アク

ティブ・ラーニング）の数値が高い学級や学年を担当している教員の授業を校内

で参観する機会を設け、授業で見られた良い取組を把握する。

＜参観の視点の例＞

・主体的な学びを実現するための工夫

（めあてや見通しのもたせ方、まとめと振り返りに

よる学習の定着等）

・対話的な学びを実現するための工夫

（互いの考えの比較検討の工夫、教師と子ども・子ども

同士の双方向の対話の実現等）

・深い学びを実現するための工夫

（問題解決的・探究的な学習の実践、思考を深める発問や板書等）

・言語活動の充実（描写、要約、説明、記録、報告等を文章等でまとめる活動等）

・授業後の協議が深まるよう、参観の視点を示すなどの工夫をして

ください。

【方法例① 担当からの聞き取り】

帳票４０をもとに、非認知能力、学習方略、主体的・対話的で深い学び（アク

ティブ・ラーニング）の数値が高い学級や学年を担当している教員から、学年全

体や教科指導で取り組んだことや、共通して実践した指導方法、指導のポイント

等の聞き取りを行う。

＜聞き取り例＞

・子どもたちと接するとき、心がけていること（前向きな言葉かけ、一緒に遊ぶ等）

・授業の導入場面での工夫（興味をもたせる導入、めあて・見通しのもたせ方等）

・授業の展開場面での工夫（言語活動の充実、ペア・グループ活動の設定等）

・授業の終末場面での工夫（まとめの仕方、振り返りの充実等）

・学年で指導を徹底した取組（規律ある態度の指導、ノート指導、掲示物の工夫等）

・家庭学習の与え方（目安の時間の設定、チェックシートの活用、予習・復習等）

〇 前年度、伸びている学年、教科を担当した教員から、学年全体や教科指導
で取り組んだことや、共通して実践した指導方法、指導のポイント等の聞き
取りを行う。

〇 前年度、学力等を伸ばした教員の授業を校内で参観する機会を設け、授業
で見られたよい取組を把握する。

活 用活 用 効果的な取組を学校全体で共有（実施２年目以降の学校）
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２「聞き取りの結果」や「授業参観の感想」等、分析結果を資料に
まとめ、全体で協議、意見交換します
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その他その他 分析支援プログラムを活用し、さらに課題を見つけ改善を図る。



とっとり
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